BUFFALO 35012163 ver.01 FT^ C10-017 


BSL-WS-G2124M 
BSL-WS-G2116M 


かんたん設をガイド 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みくださし N 。 お読みになった後は、大切に保管してくださし、。 


パッケージ内容/各部の名称とはたらき 


パッケージには、次のものが栖包されています。万が一、不足しているものがありました 
ら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 


□スイッチ(本体） . 1台 

□ USB メモリー(本体装着済み）.……1個 
□電源ケーブル ( AC 100 V 用） .......... 1本 

□ 3 P -2 P 変換 コネクター . 1個 

□ゴム足 . 4個 

□電源ケーブルおけ防止バンド . 1個 

□19 インチラック取り付け金具………2個 


□取り付け金具固定用ネジ . 8本 

□ラック固定用ネジ . 4本 

□かんたん設定ガイド（本紙) . 1枚 

□安全にお使いいただくために 
必ずお読みください(保証書つき）.1枚 
□巳 SL シリーズユーティリティ CD ... 1枚 
□シリア J レ No シ ー J レ . 2枚 


※付属の USB メモリーは、1年保証となります。保証期間を過ぎて故障した場合は、弊社製 
品 「 RUF 2- PS 4 GS - 目 K 」 または 「 RUF 2- PS 8 GS - BK 」 をお買い求めください。 

※本製品は、本紙によってセットアップができるため、冊子の マニ ュアルは添付しており 
ません。本紙よりも詳細な情報が必要な場合は、弊社ホームページで公開している「ユー 
ザーズ マニ ュアル」を参照してください。 


※追加情報が別紙で添付されている場合は、必ず参照してくださし、。 



< BSL - WS - G 2116 M > 



電源 コネクター 


電源 ケーブル抜け 
防止パンド 


インジケーター 

POWER ランプ(緑) 

点灯:電源 ON 
消灯:電源 OFF 


DI AG ランプ(緑/赤） 

緑点灯:正常 

ホ点灯:起動/自己診断中、 


USB ランプ(緑） 

点灯: USB メモリー挿入時 
点滅 : USB メモリーアクセス時 
消灯: USB メモリー脱着時 


八ードウエアリセット 

スイッチ動作時 
ホ点滅:ループ検出時 
消灯:通常時 


Link / ACT ランプ(緑） 

点灯：リンク確立時 
点滅:データ送受信時 
消灯：リンク未確立時 


1000/100/10ランプ(緑/檔） 

緑点灯：1000 M リンク確立時 

檔点灯：100 M リンク確立時 

消灯：1 0 M リンク確立時、またはリンク未確立時 


2. ソセツトスイツチ 

このスイッチを DIAG ランプが赤色に点灯するまで(約3秒間）押すと、本製品の設定内容を出荷 
時設定に戻すことができます。 

※リセットスイッチは初期状態で有効設定です。 

《WEB UI 上でリセットスイッチを無効に設定した場合、リセットスイッチは動作しません。 


3.1 000 BASE - T /100 BASE - TX /10 BASE-T ポート 

各ポートは 、 Auto Negotiation をサポートしています。最適なデュプレックスモード（半二重/ 
全二重）と通信速度 （1 000/100/1 0 Mbps ) を自動的に選択します。 

また、各ポートは AUT 0- MDIX 対応です。相手のポートタイプを自動判別して接続するため、ス 
トレートケーブルとクロスケーブルを使い分ける必要がありません。 


因民^ •通信速度やデュプレックスモードなどを固定で設定ずると、 AUT 0- MDIX 機能が無 
効となりまず。 

.1000 BASE - T で使用ずる場合、接続ケーブルはカテゴリ ー5 e が上に対応した 
IEEE 802.3 ab に適合したものを接続してください。 


4. SFP ポート 

1000 BASE - LX 、 1000 BASE - SX モジユールを取り付けるためのポートです。ご利用になるに 
は、オプシヨンモジユール （ BS - SFP - GSR 、 BS - SFP - GLR ) (別売）が必要です。ご使用になると、 
Auto Negotiation とフローコントロールをサポートし、全二重の通信方式および1 Gbps の通 
信速度で動作します。 

21〜24ポート （ BSL - WS - G 2124 M の場合)および15〜16ポート （ BSL - WS - 
G 2116 M の場合）は、 SFP ポートと同時に使用ずることはできません。 SFP ポート使用 
中は、これらの1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 OBASE - TtK — 卜は無効になりまず。 


設置について 


本製品は、平らな場所に設置したり、19インチラックに固定することができます。 

平らな場所に設置ずる 

本製品を平らな場所に設置する場合は、本製品底面に付属のゴム足4個を取り付けてく 
ださい。 

rmm • AC 電源に近い平らな場所に本製品を置き、本製品の周囲に通気のためのスペースを 
5 cm 仪上確保しまず。 

-本製品を2台が上積み重ねて使用ずる場合は、各スイッチにゴム足を4個ずつ取り付け、 
スイッチをきちんと真上に積み重ねてください。 

19インチラックに設置ずる 

本製品を19インチラックに設置する場合は、付属の19インチラック取り付け金具、取り 
付け金具固定用ネジ、ラック固定用ネジを使用してください。 

-ラック内の温度は室温より高くなりやずいため、ラック環境の温度が指定された動作温 
度範囲であることを確認してください。 

•ラックに取り付けた装置の上に他の装置を積み重ねないでください。 

•ラックに電力を供給ずる回路が過負荷にならないようにしてください。 

-ラックに取り付けた装置は、適切にアースされていなければなりません。供給電源接続 
時は、主電源への直接接続時が上にミち意してください。 

1 付属の取り付け金具固定用ネジで金具を 
本製品側面に取り付けます。 

底面にゴム足を取り付けている場合は、 

取り外してください。 

2 ラック固定用ネジ4本で、本製品を 
ラックや壁に固定します。 


壁に設置ずる 

ち図のような市販のネジを壁に固定し、底面の 
壁掛け用の巧を引っかけてください。 




セットアップずる 


本製品のセットアップは、が下の手順でおこないます。 

1 付属の電源ケーブルを使って、本製品をコンセントに接続します。 

2 前面ノ《ネルの POWER ランプが点灯していることを確認します。 

POWER ランプが点灯しない場合は、電源ケーブルが正しく接続されているかど 
うかを調べてください。 

AC コンセントが2極のとき 
付属の 3 P -2 P 変換コネクターを使って、 AC コンセン 
卜に接続しまず。感電防止のため、アース線は必ず 
接地してください。 

アース線は電源プラグをつなぐ前に接続し、電源プ 
ラグを抜いてから外してください。順序を守らない 
と感電の原因となりまず。アース線がコンセントや 
他の電極に接触しないようにしてください。 


3 LAN ケーブル(別売）で、本製品、ファイルサーバー、パソコンを接続します。 

ケーブルを接続したポートの LINK / ACT ランプが点灯することを確認してください。 




く接続例> 



5. USB ポ ー h 

USB デバイス接続用のポートです。 USB 1. し FAT 32 のみ対応です。製品出荷時の状態で USB メ 
モリーが挿入されています。 （ FAT 32 フオーマツト済み）。 


ぅら面へつづく > 
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管理者パソコンを起動します。 


「 BSL シリーズユーテイリテイ CD 」 を管理者パソコンにセツトします。 

mm JJ (下の画面が表示されたら？ (Windows 7/ Vista の場合） 



「 LAUNCHER . exe の実行」を [はい]または[続行]をクリックします。 

クリックします。 

「 BSL シリーズユーテイリテイ」が表示されます。 


ろ! BSL シリー スユー テイリテイ 


回 



が設定ユーティリティをインストールするの 


BSL シリーズへの巧続れ記定、を巧を巧うユーティリティをインストールします。 


実 ' 行化 1 」 が 7 J 


-① 「 IP 設定ユーテイリテイをインストールす 
る」を選択します。 


-②[実行]をクリックします。 


7 インストーラが起動しますので、 [ OK ] をクリックします。 

8 使用許諾契約を読み、同意できる場合は[同意]をクリックします。 

9 [次へ]をクリックします。 

10 「 IP 設定ユーティリティのインストールが完了しました」と表示されたら、にのを 
クリックします。 

11 「スタート」 一 「（すべての）プログラム」一 「 BUFFALO 」一「 BSL シリーズユーティリ 
テイ」一 「 IP 設定ユーテイリテイ」を選択して JP 設定ユーテイリテイを起動します。 

12 本製品が検索されます。 


回 


-①本製品を選択します。 


I -② [ IP 設定]をクリックします。 

[ 榜ま⑩ I IP 設定'''4 I WEB 設定(曲)」ベレブ(ぶ J が7な）1| 

1«爱品が見つかりました I I 


13 IP アドレスの！絲 臣^ 

「 DHCP サーバから自お的1|:胁导する(の 



①本製品に設定する IP アドレスを入力しま 
す。 

設定例： 

パソコンの IP アドレスが！ 92.168.11.1 0の場合 
本製品の IP アドレス 192.168.11.150 


バスつード(り： I 

打 じキトンセル」 類]をクリックします。 


14 本製品の IP アドレスが変更されたら、設定画面を表示します。 



① 本製品を選択します。 

《 DHCP サーバーから IP アドレスを取得する設定に 
した場合、 IP アドレスの取得にしばらく時間がか 
かる場合があります。 IP アドレスカ 《 、「0.0.0.0」と表 
示されているときは、[検索]をクリックして、再度 
本製品を検索してください。 

② [ WE 目設定]をクリックします。 


15 


Windows セキュリティ 


のサーパー 192.168 .11.150 には ^ -杆一マつ一 KW •細です 
含ま：このサーパーは、ユーザー名とノなワードをををではない方法で 



I admin 
「ノロヮ-ド 

巧資巧憤巧を記恒する 



①ユーザー名とパスワードの入力画面が表 
示されますので、 

「ユーザー名」欄 一 admin (ル文字） 

「パスワード」欄一空欄 
と入力します。 


トー 'I [ キ r ン它ル I 

— T .1 —② [ OK ] をクリックします。 


16 設定画面が表示されます。 


BUFFALO 



I LinkUp-1000M| LinkUp-100M| LinkUp~10M ■ Lin の own > アイドリンヴストッブ 

BSL SERIES 


システム情巧 



駕-卜 


システム情が 


製品名 BUFFALO BSL - WS - G 2116 M 

スイッチを BSLXXXXXXXXXXXX 

丰動設定 


画面左の設定メニューから設定したい項目 
をクリックし、設定をおこなってくださし、。 


IP アドレス IP アドレス： 192.168 .11.150 

サブネットマスク： 255.255 .255.0 

デフオルトヴートウェイ： 0.0.0.0 
フ アームウェア / S ージヨン： X . X . X.X 
パージョン情報ブートコードィ S —ジョン： X . X . X.X 
M —ドウェァ/ S —ジョン ：XX 

有な設定 MAC アドレス xxootxxixxootxx 


弊社ホームぺージで公開している 
ユーザーズマニュアルには、 VLAN 設 
定などの各種設定や設定事例が記載 
されていまず。本製品の設定をおこな 
ラ前にお読みください。 


が上で、セットアップは完了です。 


ユーザーズマニュアルを読むには 


本製品の設定画面の説明や詳細設定、トラブルシューティングをご覧になりたい場合は、 
下記の手順でユーザーズマニュアルを参照してください。 

1 弊社ホームぺージ ( http :// buffalo . jp / download / manual /) を表示します。 

2 製品型番入力欄に 「 BSL - WS - G 21 1 6 M 」 または旧 SL - WS - G 2124 Mj と入力して、[検 
索する]をクリックします。 

3 表示された製品名をクリックします。 

4 「ユーザーズマニュアル」をクリックします。 


パスワードについてのごを意 


本製品に設定したパスワードを忘れると、設定画面が表示できなくなります。 

その場合は、リセットスイッチを押すことで、ご購入時の状態に戻すことができます。 

《リセットスイッチが無効に設定されている場合は、弊社修理センターに送付いただ 
き、有償修理となりまず。 


仕様 

■製品仕様 


LAN インターフエース 

IEEE 802.3 (10 BASE - T ) 、 IEEE 802.3 u (1 00 BASE - TX ) 、 

IEEE 802.3 ab ( lOOOBASE - T ) 準拠 

伝送速度 

10/100/1000 Mbps 

スイッチングデータ転送方式 

ストア & フォワード 

伝送路符号化方式 

マンチェスターコーデイング （ lOBASE - T ) 

4 B 5 B / MLT -3(1 00 BASE - TX ) 

8 B 1 Q 4/4 D - PAM 5(1 000 BASE - T ) 

アクセス方式 

CSMA/CD 

データ転送速度 

14881パケッ S / s (10 BASE - T ) 

(スループット） 

148810パケッ S / s ( 100 BASE - TX ) 

1488095パヶッ S / s (1000 BASE - T ) 

バッファー容量 

512 KB 

Jumbo フレーム 

最大 2 KB 受信、 9 KB スイッチング可能 

アドレステーブル 

8192 件 

ポート数 

BSL - WS - G 21 24 M :24 ポート（全ポート AUT 0 -MDIX 対応） 
BSL - WS - G 21 1 6 M : 16ポート（全ポート AUT 0- MDIX 対応） 

適合ケーブル 

カテゴリ ー3 が上 2対 UTP / STP ケーブル (10 BASE - T ) 
カテゴリ ー 5が上 2対 UTP / STP ケーブル (1 00 BASE - TX ) 
カテゴリ ー5 e が上4対 UTP / STP ケーブル (1 000 BASE - T ) 

伝送距離 

100 m 

コネクター形状 

RJ -45 型モジュラージャック 

電源電圧 

AC 100 V 50/60 HZ 

消費電力 

BSL - WS - G 2124 M ： 最大21.0 W 

BSL - WS - G 2116 M ： 最大 14.7 W 

外形寸法 

BSL - WS - G 2124 M ： W 440 xH 43 xD 257 mm 

BSL - WS - G 2 1 16 M ： W 330 xH 43 xD 231 mm 

重量 

BSL - WS - G 2124 M ： 3.5 kg 

BSL - WS - G 2116 M ： 2.6 kg 

動作環境 

:1 0〇/〇〜85〇/〇 (結露なきこと） 

取得規格 

VCCI ClassA、FCC Class A 、 UL 60950 -1 


■主な出荷時設定 


機能 

パラメーター 

出荷時設定 

IP 設定 

スイッチ名 

BSL +本製品の MAC アドレス 


IP アドレス 

192.168 .1.254 


サブネットマスク 

255.255 .255.0 


デフオルトゲートウエイ 

0.0 .0.0 


DHCP モード 

無効 

認証 

ポート認証 

全ポート：「認証しない J 

セキュリティ 

ユーザー名/パスワード 

ユーザー名 ： admin 
パスワード：設定なし 


《ずべての出荷時設定値については、ユーザーズマニュアルを参照してください。 


本製品について 

この装置は、クラス A 情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨害を引き 
起こすことがあります。この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあ 
ります。 

万一、障害が発生したときは次の対策を行ってください。 

•本製品とテレビやラジオの距離を離してみる。 

•本製品とテレビやラジオの向きを変えてみる。 


Federal Communications Commission (FCC) Statement 

This device complies with part 15 of the FCC Rules. Operation is subject to the following two conditions: 

(1) This device may not cause harmful interference, and 

(2) This device must accept any interference received, 
including interference that may cause undesired operation. 

NOTE: This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class A digital device, 
pursuant to part 15 of the FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection against 
harmful interference when the equipment is operated in a commercial environment This equipment 
generates, uses, and can radiate radio frequency energy and, if not installed and used in accordance 
with the instruction manual, may cause harmful interference to radio communications. Operation of this 
equipment in a residential area is likely to cause harmful interference in which case the user will be required 
to correct the interference at his own expense. 

かんたん設定ガイド 
2011年6月30日初版発行発行株式会社バッファロー 



























































































































































